
　平成22年度名古屋大学若手育成プログラム（YLC プロ
グラム）の採用者が決定されました。
　YLC プログラムは、本学において教育・研究を将来に
わたり継続的に発展させるためには若手教員、特に助教ク
ラスの質的、量的な確保が重要であることを踏まえ、大学
全体として継続的かつ計画的に若手教員を採用、養成する

ために実施する戦略的なプログラムです。
　同プログラムには、若手研究者の関心が高く、短い公募
期間にも関わらず、71件の応募が寄せられました。YLC
審査委員会による厳格な書類審査及び濵口総長、近藤高
等研究院長をはじめとするヒアリング審査委員によるヒ
アリング審査を経て、将来を期待できる若手研究者11名
を YLC 教員として採用しました。彼らは、これから３年
間研究と教育の研鑽を積み、国際的経験も兼ね備えた研究
者・教員として自立することを目指します。
　なお、７月１日（木）、総長室において、同日付けの採用
者の辞令交付及び濵口総長、近藤高等研究院長を交えた懇
談会がありました。まず、総長から激励のあいさつがあり、
これを受け、採用者がそれぞれの抱負を述べました。総長
は、「相互に切磋琢磨と交流の場として、YLC 教員による
セミナーを定期的に開いてほしい」との期待を述べました。
YLC 教員セミナーは、今後、１、２カ月に１回程度の頻
度で行うことになっており、初回は９月中旬に開催する予
定です。

　海外高校教師受け入れ事業が、７月12日（月）から15日
（木）までの間実施され、海外８カ国から高校教師等教育関
係者15名が参加しました。この事業は、これまで名古屋市
が姉妹友好都市と実施してきた交流事業と本学が今年から
学生募集を開始する国際化拠点整備事業（グローバル30）
との連携事業として行われたもので、名古屋市の姉妹友好

都市の４都市等から高校教師等を招へいし、姉妹友好都市
との友好交流を深めるとともに、各都市の高校等から本学
への留学を勧奨・促進することを目的に実施されました。
　参加者一行は、12日（月）、濵口総長を表敬訪問した後、
サマー・プログラムの授業及び附属図書館の見学を行い、
グローバル30の説明を受けました。
　13日（火）には、名古屋の国際的産業交流を促進する活動
であるグレーター・ナゴヤ・イニシアティブの説明会に参
加した後、インターナショナルレジデンス山手、ノーベル
賞展示室、博物館及び名古屋大学交換留学受入れプログラ
ム（NUPACE）の授業を見学しました。
　また、14日（水）には、教育学部附属高校を訪れ、高校生
と交流しました。15日（木）は、名古屋市の担当者の引率の
もと、市内を観光した後、本学において開催された、ラッ
プアップミーティングと送別会に参加しました。
　送別会には、山田雅雄名古屋市副市長も出席しました。
参加者は、本学の高い教育レベルや整った学習環境、生活
しやすい名古屋市の環境に高い関心を示し、「帰国後は、
生徒達に名古屋大学への留学をぜひ勧めたい」という感想
が多く寄せられました。
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